
令和８年度専攻科入学者選抜

産業システム工学専攻 学力検査問題

小論文

注 意 事 項

１ 検査開始の合図があるまで，この検査問題を開いてはならない。

２ 検査問題は１枚，解答用紙は１枚である。検査開始の合図があってから確か

めること。

３ 検査開始の合図があったら，まず，解答用紙の各ページに受験番号・氏名を

記入すること。

４ 文字などの印刷に不鮮明な箇所があったときは，手を挙げて監督者に知ら

せること。



問題１ 少子高齢化で著しく労働力人口が減少している我が国では、物流業や製造業など産業シス

テム工学専攻の学生が将来関わるであろう業界を中心に、極端な人手不足により業務に支障をきたし

たり、サービスの縮小を余儀なくされたりと深刻な状況になっている。またこれら産業における技術

の継承も難しくなり、技術立国日本が次世代へ繋がるかも危ういとされる。

これらの打開のために、益々の自動化機械化 AIの導入、あるいは外国人労働力の導入などが行われ

ているが社会の中で様々な軋轢や新たな問題を引き起こしている。これらの労働力不足の問題をどの

ように解決していくべきか現状の問題点を踏まえて論ぜよ。
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少子高齢化社会が到来して、深刻な労働力不足に陥っている我が国の現状を鑑み、労働力問題をどう解

決していくのかきちんと論述できているかが主な採点基準である。

日本経済の置かれている現状への正しい認識。（50 点）

我が国は少子高齢化社会を迎え急速に労働人口の減少が起き、あらゆる産業で人手不足が起きている。

特に少子化に伴う一人当たり教育支出の増加は高学歴化とも相まって、ホワイトカラー偏重の若者の職

種選びとなり、相対的に労働条件が厳しい従来の一次産業二次産業を忌避する傾向が強い。また情報通

信・サービス産業などは都市を中心に集積しているため若者の都市部への流入と同時に地方の過疎化が

益々進行している。かつては地方にも第二次産業の集積があったが円高時代に国際競争力を喪失して鉱

業は廃れ製造業は海外移転して空洞化が進んだ。かつてのモノづくり大国日本は国内製造業の空洞化と

もに技術の継承や革新が困難になってきている。長期的にみると人口減少による国内市場の縮小は益々

日本の製造業の再生を難しくしている。

労働力不足に対して機械化自動化、AIの活用、技術革新等を具体的に述べられているか（20点）

外国人労働者問題や移民問題に対する分析とビジョンを考察できるか（20点）

これらの問題に対して感情的、排外主義的でない冷静な視点を持てているか（10 点）

かつての日本では賃金上昇に伴うコスト増大による国際競争力低下の問題を産業ロボットの開発導入

による機械化自動化の推進で乗り切ってきた歴史がある。労働力不足に対しては、まずは機械化自動化

による省力化を進めると共に、AIの導入による複雑な対人サービスへの対応や現場状況に応じた臨機応

変な動作を行うロボット導入など、単純労働より難しい作業への機械化を推進する技術開発が必要だろ

う。これらの機械化自動化は単純な人減らしではなく、労働環境の悪い職域における労働負荷軽減を目

指すことでそのような職域への就業意欲の支援となろう。

人口減少に伴う労働力不足は特に社会を支えるインフラ維持や介護などで若年労働力の顕著な不足を

招いている。エッセンシャルワーカーとも呼ばれるこれらの仕事は労働条件が悪いため日本人の若者が

忌避することもあり安価な外国人労働力に大きく頼らざるを得ないのが現状である。安価な外国人労働

力に依存した結果、多くの出稼ぎ労働力を短期間に招じ入れる事となり西欧諸国で起きているような移

民問題が日本でも発生しつつある。外国人を同胞ではなく安価な労働力としてしか見ない差別的感情、

稼ぎ先に思い入れもなく劣悪な労働条件に置かれる事での外国人の不満、双方がぶつかり様々な軋轢を

生みだしている。日本の相対的な経済力低下と共に急激に増えた外国人労働者に対する偏見や蔑視から

排外主義的な言動も急増している。このように安価な労働力というだけの安易な移民受け入れは文化的

多様性や共生以前に、お互いの不満がぶつかり合う分断社会を生み出す温床となる。そうなれば治安は

悪化し格差は拡大し分断された人々が衝突するきわめて不安定な社会となろう。

人口減少社会で人手不足に陥っている日本が外国人労働力に依存せざるを得ない以上、労働条件の改善

と長期的に外国人と共生できる仕組みづくりが必要だろう。基本的に労働力不足に対する対価を払わず

に非正規雇用や外国人という形で安価な労働力を充てにするのではなく、機械化自動化といった技術革

新を通じて生産性を向上させる方向にするべきであろう。安易な移民政策でなく相応の対価を支払い外

国人も日本人も同等に長期に働ける社会システムをきちんと構築していくべきである。
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